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△ 貸倒引当金の改正

Q ●
● 貸倒引当金の限度額の計算方法が見直

されたそうですが、どのように変わったので

しようか。

A ●
● 個別評価債権の繰入限度額と一括評価

債権の繰入限度額を合計することができなく

なりました

【解説】

0

平成13年度の改正では、貸倒引当金の限

度額計算の改正が行われました。

これまで、貸倒引当金の繰入限度額の計算

は、期末に有する債権を「個別評価債権」と

｢一括評価債権」に区分したうえで、それぞ

れにつき繰入限度額を算定し、その合計額が

貸倒引当金の繰入限度額とされていました。

したがって、個別評価債権につき限度超過と

認められる金額があっても、一括評価債権で

限度額未満の繰入れしか行っていなくて余裕

部分があれば、そこに充当されることにより、

トータルで限度額を超過していなければ、最

終的な限度超過は生じないことになっていま

した0

今回の改正では、この点が改められ、個別

評価債権と一括評価債権のそれぞれにつき限

度額を算定することとされ、いずれかの限度

超過を他方の繰入れ余裕分で相殺することは

できなくなりました。この結果、個別評価債

権で限度超過が生じれば、一括評価債権に余

裕部分があっても限度超過として加算する必

要が生じてきます。

この改正は、平成13年4月1日以後に開

始する事業年度から適用されます。
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